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(54)【発明の名称】 内視鏡撮像装置

(57)【要約】
【課題】  全画素読み出しとライン飛び越し読み出しが
できる撮像素子を使用して、撮像状況に適した内視鏡画
像を得られる内視鏡撮像装置を提供する。
【解決手段】  全画素読み出しとライン飛び越し読み出
しとが可能なＣＣＤ２５の出力信号は動き検出回路３６
に入力されて被写体の動きが検出されて、その出力信号
はモード切替回路３７に入力され、動きが大きか否かの
動き判別信号をＣＰＵ３８に出力し、ＣＰＵ３８は動き
判別信号によりＣＣＤドライバ３０に対して全画素読み
出しモード或いはライン飛び越し読み出しモードで駆動
するかの基準信号となるパラメータ設定信号を印加し、
動きが速い場合にはライン飛び越し読み出しモードで高
速に１フィールドの画像を間引いて読み出しぶれの少な
い画像を表示し、一方動きが遅い場合には、全画素読み
出しモードで高解像度の１フィールドの画像を間引くこ
となく読み出し高解像度の画像を表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡像を撮像する全画素読み出しとラ
イン飛び越し読み出しとが可能な撮像手段と、
基準信号に基づき前記撮像手段の全画素読み出し信号と
ライン飛び越し読み出し信号とを出力可能な読み出し信
号出力手段と、
前記読み出し信号出力手段の出力する読み出し信号に対
応して前記撮像手段の出力信号を処理する画像信号処理
手段と、
前記画像信号処理手段の出力信号を表示信号として出力
する出力手段と、
を備えたことを特徴とする内視鏡撮像装置。
【請求項２】  前記撮像手段で被写体を撮像して得られ
た画像信号より前記被写体の動きを検出する動き検出手
段と、
前記動き検出手段で得られた前記被写体の動き情報に応
じて前記基準信号を出力する基準信号発生手段と、
を更に有することを特徴とする請求項１記載の内視鏡撮
像装置。
【請求項３】  フリーズ信号を入力する入力手段と、
前記入力手段からの出力に応じて前記基準信号を出力す
る基準信号発生手段と、
を更に有することを特徴とする請求項１記載の内視鏡撮
像装置。
【請求項４】  全画素読み出しを行うモードとライン飛
び越し読み出しを行うモードの切替えを入力する入力手
段と、
前記入力手段からの出力に応じて前記基準信号を出力す
る基準信号発生手段と、
を更に有することを特徴とする請求項１記載の内視鏡撮
像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡像を撮像する
内視鏡撮像装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来例にあるように、内視鏡撮像装置に
は、２線混合読み出しのインターライン方式のＣＣＤが
用いられていた。インターライン方式のＣＣＤでは、２
線混合読み出しを行い、２フィールドで１フレーム分の
映像を得る。そのため、静止画を撮像する際に、フィー
ルドフリーズの場合は、全画素分の画像が得られないた
め、垂直解像度が劣化する。一方、フレームフリーズの
場合には、全画素分のデータは得られるが、被写体の動
きが速い時には、フィールド間の時間のずれによるフリ
ッカーが生じてしまうという欠点があった。
【０００３】また、近年、高画素デジタルカメラの普及
などにより、全画素読み出しとライン飛び越し読み出し
とが可能なＣＣＤ、つまりノンインタレースで良好な静
止画撮像をする全画素読み出しモードとフレーム速度を
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重視したインタレースで撮像するドラフトモードとを切
替え可能なＣＣＤがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】従来は、このようなＣ
ＣＤを内視鏡撮像装置に適切に用いていなかった。
【０００５】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、全画素読み出しとライン飛び越し
読み出しができる撮像手段を使用して、内視鏡の撮像状
況に応じて適切な内視鏡画像を得ることが出来る内視鏡
撮像装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】内視鏡像を撮像する全画
素読み出しとライン飛び越し読み出しとが可能な撮像手
段と、基準信号に基づき前記撮像手段の全画素読み出し
信号とライン飛び越し読み出し信号とを出力可能な読み
出し信号出力手段と、前記読み出し信号出力手段の出力
する読み出し信号に対応して前記撮像手段の出力信号を
処理する画像信号処理手段と、前記画像信号処理手段の
出力信号を表示信号として出力する出力手段と、を備え
たことにより、基準信号に応じて全画素読み出し信号と
ライン飛び越し読み出し信号とを切り替えて、内視鏡の
撮像状況に応じて適切な内視鏡画像を得ることが出来る
ようにしている。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図１２は本発明の第１
の実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態を備えた
内視鏡撮像装置の全体構成を示し、図２は映像信号処理
回路の構成を示し、図３は映像信号処理回路内のデジタ
ル信号処理回路の構成を示し、図４は動き検出回路の構
成を示し、図５はモザイクフィルタのフィルタ配列の具
体例を示し、図６はモード切替回路の構成を示し、図７
は全画素読み出しモードとドラフトモードでのＣＣＤ出
力を示し、図８は全画素読み出しの場合のフィールド周
期とドラフトモードでのフィールド周期とを示し、図９
は全画素読み出しの場合のＣＣＤ出力（ＲＧＢ信号出
力）を示し、図１０はドラフトモードの場合のＣＣＤ出
力（ＲＧＢ信号出力）を示し、図１１は色分離回路の詳
細な構成を示し、図１２は色分離回路の作用の説明図を
示す。
【０００８】図１に示すように、本発明の第１の実施の
形態の内視鏡撮像装置１は、光学式内視鏡２に、撮像手
段を備えたＴＶカメラ３を装着したＴＶカメラ外付け内
視鏡４と、光学式内視鏡２に照明光を供給する光源装置
５と、ＴＶカメラ３と着脱自在で接続され、標準的な映
像信号を生成する映像信号処理を行うビデオプロセッサ
或いはカメラコントローラユニット（以下、ＣＣＵと略
記）６と、このＣＣＵ６から出力される映像信号を表示
するモニタ７とから構成される。
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【０００９】光学式内視鏡２は例えば硬質の挿入部８
と、この挿入部８の後端に設けられた把持部（操作部）
９と、この把持部９の後端に設けられた接眼部１０とを
有する硬性内視鏡である。挿入部８内にはライトガイド
１１が挿通され、このライトガイド１１は、把持部９の
ライトガイド口金に接続されるライトガイドケーブル１
２を介してその端部のコネクタ１２ａが光源装置５に着
脱自在に接続される。
【００１０】光源装置５内には照明光を発生するランプ
１３からの白色の照明光が集光レンズ１４を介してライ
トガイドケーブル１２内のライトガイドに供給され、こ
の照明光はさらに光学式内視鏡２内のライトガイド１１
に供給される。ライトガイド１１はその先端部が照明窓
に取り付けられており、この照明窓から伝送した照明光
を出射し、患部などの被写体を照明する。
【００１１】先端部には照明窓に隣接して観察窓が設け
てあり、この観察窓には対物レンズ１６が取り付けてあ
り、この対物レンズ１６により被写体の光学像を結ぶ。
この光学像は例えばリレーレンズ系１７で後方側に伝送
され、接眼部１０に設けた接眼レンズにより拡大観察す
ることができる。また、ＴＶカメラ３は接眼部１０に着
脱自在で装着（外付け）されるカメラヘッド２１と、該
カメラヘッド２１からその基端が延出される（信号伝送
系としての）カメラケーブル２２と、このカメラケーブ
ル２２の末端に設けたコネクタ２３とから構成され、こ
のコネクタ２３はＣＣＵ６に着脱自在で接続される。
【００１２】上記カメラヘッド２１内には、接眼レンズ
に対向して結像レンズ２４が配置され、その結像位置に
配置された撮像手段、より具体的には固体撮像素子とし
の電荷結合素子（ＣＣＤと略記）２５に光学像を結ぶ。
ＣＣＤ２５の撮像面の前にはモザイクフィルタ２６が配
置され、被写体像を画素単位で光学的に色分離してＣＣ
Ｄ２５の撮像面に導く。
【００１３】なお、このモザイクフィルタ２６のフィル
タ配列の具体例を図５に示す。図５に示すようにＲとＧ
のフィルタが交互に繰り返されるライン列と、ＢとＧの
フィルタが交互に繰り返されるライン列とが水平方向に
交互に配置された構成となっている。
【００１４】ＣＣＤ２５はカメラケーブル２２（内の信
号ケーブル）を介してＣＣＵ６内の映像信号生成処理を
行う映像処理回路２７と電気的に接続されている。映像
処理回路２７で生成された映像信号はモニタ７に出力さ
れ、モニタ７の表示面に被写体像を表示する。
【００１５】図２は映像処理回路２７の構成を示す。映
像処理回路２７内には、ＣＣＤドライバ３０が設けてあ
り、このＣＣＤドライバ３０で生成したＣＣＤ駆動信号
はＣＣＤ２５に印加され、ＣＣＤ２５により光電変換さ
れた信号を読み出して出力させる。このＣＣＤ２５は後
述するように全画素読み出しと、ライン飛び越しで読み
出しが可能なプログレッシブＣＣＤである。
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【００１６】ＣＣＤ２５の出力信号は、前段アナログ信
号処理回路（以下、前処理回路と略記）３１に入力さ
れ、相関二重サンプリング等の前処理された後、Ａ／Ｄ
変換回路３２に入力され、アナログ信号からデジタル信
号に変換される。このデジタル信号はデジタル信号処理
回路３３に入力され、デジタル処理された後、Ｄ／Ａ変
換回路３４に入力され、アナログ信号に変換され、後段
アナログ信号処理回路（以下、後処理回路と略記）３５
に入力され、この後処理回路３５でエンコードされて映
像信号となり、モニタ７に出力される。
【００１７】また、デジタル信号処理回路３３から出力
される信号は、動き検出回路３６に入力され、被写体の
動きを検出する。この動き検出回路３６の動き検出信号
はモード切替回路３７に入力され、このモード切替回路
３７は動き検出信号に基づいて動き判別信号を生成し、
ＣＰＵ３８に出力する。
【００１８】ＣＰＵ３８は動き判別信号により、ＣＣＤ
２５の読み出しモードを決定する基準信号としてパラメ
ータ設定信号を読み出し信号出力手段としてのＣＣＤド
ライバ３０に供給し、ＣＣＤドライバ３０はこのパラメ
ータ設定信号によりＣＣＤ２５の読み出しモードを変更
或いは設定する。
【００１９】図３はデジタル信号処理回路３３の詳細な
構成を示す。図２のＡ／Ｄ変換回路３２の出力信号は、
図３の色分離回路４０に入力され、この色分離回路４０
によってＲＧＢ信号に分離された後、ホワイトバランス
調整回路（ＷＢ調整回路と略記）４１に入力される。Ｗ
Ｂ調整回路４１の出力信号は検波回路４２に供給され、
ホワイトバランス調整用の調整信号を作成し、ＷＢ調整
回路４１にフィードバックすることで、ＷＢ調整回路４
１はホワイトバランス調整を行う。
【００２０】このＷＢ調整回路４１の出力信号は色調補
正回路４３に入力され、この色調補正回路４３は色調の
補正を行った後、γ補正回路４４に出力する。このγ補
正回路４４はガンマ補正をした後、Ｄ／Ａ変換回路３４
等に出力する。
【００２１】図４は動き検出回路３６の構成を示す。動
き検出回路３６は入力される入力信号を１フレーム分記
憶するフレームメモリ４５を有し、動き検出回路３６へ
の入力信号を１フレームの時間、遅延して引き算回路４
６に出力する。
【００２２】引き算回路４６は動き検出回路３６への入
力信号から１フレームの時間、遅延した入力信号を引き
算し、その結果の信号を絶対値回路４７に出力する。つ
まり、隣接する２フレーム間の信号の差分を抽出して絶
対値回路４７に出力する。
【００２３】この絶対値回路４７により絶対値化された
信号はローパスフィルタ（ＬＰＦと略記）４８を介して
動き検出量として、モード切替回路３７に出力される。
【００２４】図６に示すように、モード切替回路３７は
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閾値を書き込んだ閾値データ記憶回路４９と、比較器５
０とを備えている。閾値データ記憶回路４９には動きの
有無の判断する閾値データが予め記憶されたおり、この
閾値データは比較器５０の一方の入力端に動きの有無を
判断する基準の信号として入力され、比較器５０はその
他方の入力端に入力される動き検出量と大きさを比較し
て、その比較結果を動き判別信号として、ＣＰＵ３８に
出力する。
【００２５】閾値データは、例えば２値のデジタル信号
であり、動き検出量と大きさを比較して、動き検出量が
閾値データより大きい場合には（被写体の動きが速いと
いう）１の動き判別信号をＣＰＵ３８に出力し、逆に動
き検出量が閾値データより小さい場合には（被写体の動
きが遅いという）０の動き判別信号をＣＰＵ３８に出力
する。
【００２６】ＣＰＵ３８は動き判別信号に応じて、ＣＣ
Ｄドライバ３０の動作を全画素読み出しモードと、ドラ
フトモードとを切り替えるようにＣＣＤドライバ３０の
パラメータを設定する。この場合具体的には、被写体の
動きが遅い時には全画素読み出しモードに設定し、被写
体の動きが速い時にはドラフトモードに設定する。
【００２７】図７（Ａ）に示すように全画素読み出しモ
ードではフィールドリセットと同期して、１から７９２
画素までＣＣＤ２５の読み出しを行う。一方、ドラフト
モードでは図７（Ｂ）に示すようにフィールドリセット
と同期して、１から２６４画素、つまり全画素読み出し
モードの場合の１／３の画素数でＣＣＤ２５の読み出し
を行う。
【００２８】この場合のフィールド周期で出力される垂
直同期信号ＶＤは図８のようになる。つまり、全画素読
み出しモードでは図８（Ａ）に示す周期で１画面の画像
を高解像度で読み出し、かつモニタ７に表示し、ドラフ
トモードでは図８（Ｂ）に示すように、図８（Ａ）の１
／３の周期で１画面の画像を読み出し、かつモニタ７に
表示する。
【００２９】そして、動き検出量が小さい場合には全画
素読み出しモードで低速で被写体を撮像及び表示し、動
き検出量が大きい場合にはドラフトモードで高速でぶれ
の少ない状態で被写体を撮像及び表示してその動きを
（低速の場合よりも）忠実に或いはスムーズに表示す
る。
【００３０】ＣＣＤ２５の前面には図５で示したような
フィルタ配列がされているので、全画素読み出しモード
の場合には、図９に示すフィルタ配列に対応した色信号
で全画素読み出しが行われる。つまり、各画素の信号
（電荷）は各画素に隣接する垂直転送部に転送された
後、図示しない水平転送部に転送され、水平方向のライ
ンに沿った信号が順次出力される。図９の場合には、
Ｇ、Ｂ、Ｇ、Ｂ、…の信号ラインと、Ｒ、Ｇ、Ｒ、Ｇ、
…の信号ラインとが交互に読み出される。
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【００３１】一方、ドラフトモードでは図１０に示すよ
うに読み出される。つまり、各フィールドにおいて、垂
直方向の３ライン毎に読み出しを行う。この場合、Ａフ
ィールド及びＢフィールドでは異なるラインの信号を読
み出す。この場合にも、Ｇ、Ｂ、Ｇ、Ｂ、…の信号ライ
ンと、Ｒ、Ｇ、Ｒ、Ｇ、…の信号ラインとが交互に読み
出される。
【００３２】次に図３の色分離回路４０の詳細な構成を
図１１に示す。図１１に示すように色分離回路４０は、
Ａ／Ｄ変換出力信号からＧ信号を抽出するＧ用レジスタ
５１と、Ｒ／Ｂ信号を抽出するＲ／Ｇ用レジスタ５２と
を有し、Ｇ用レジスタ５１とＲ／Ｇ用レジスタ５２とに
はそれぞれＧサンプルパルスとＲ／Ｇサンプルパルスと
が印加される。Ｇ用レジスタ５１の出力信号はラインメ
モリ５３に一時格納され、このラインメモリ５３からＧ
信号が出力される。またＲ／Ｇ用レジスタ５２の出力信
号はラインメモリ５４に一時格納されれると共に、ライ
ン補間回路５６に入力される。また、ラインメモリ５４
の出力信号はさらにラインメモリ５５を経てライン補間
回路５６に入力されると共に、切替スイッチ５７に入力
される。
【００３３】また、ライン補間回路５６の出力信号も切
替回路５７に入力される。そして、この切替回路５７を
切替信号で、その２つの入力端と出力端とを切替制御す
ることで、切替スイッチ５７の出力端からＲ及びＢ信号
を出力できるようにしている。ラインメモリ５３及び切
替スイッチ５７から出力されるＲ、Ｇ、Ｂの信号は一時
フィールドメモリ５８に格納され、このフィールドメモ
リ５８から読み出された信号は図３に示すようにＷＢ調
整回路４１に出力される。フィールドメモリ５８はＣＣ
Ｄ２５の全画素を読み出した場合の（補間により生成さ
れた信号も含めた）Ｒ、Ｇ、Ｂ信号を記憶する記憶容量
を有する。
【００３４】そして、全画素読み出しモードでは、全画
素を読み出した場合のＲ、Ｇ、Ｂ信号をこのフィールド
メモリ５８に記憶する。また、ドラフトモードではその
１／３のＲ、Ｇ、Ｂ信号をこのフィールドメモリ５８に
記憶する。なおフィールドメモリ５８は書き込み速度に
応じて、複数のプレーンが用意されており、書き込みを
行っている場合には書き込みを行っていないフィールド
メモリから読み出しを行う。
【００３５】また、フィールドメモリ５８からの信号読
み出しは、例えば全画素読み出しモードでの全画素を読
み出してモニタ７に画像表示する時の１フィールド期間
に対して、ドラフトモードではその１／３のフィールド
期間で画像表示を行うようにしている。
【００３６】つまり、全画素読み出しモードの場合に
は、フィールドメモリ５８から読み出して表示する場合
の垂直同期信号ＶＤを図８（Ａ）とすると、ドラフトモ
ードではフィールドメモリ５８から読み出して表示する
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7
場合の垂直同期信号ＶＤは図８（Ｂ）に示すようにな
る。
【００３７】つまり、ドラフトモードでは全画素読み出
しモードの３倍のフィールドレートで画像表示を行うよ
うにしている。なお、ドラフトモードではフィールドメ
モリ５８からの信号読み出しの場合、全画素読み出しモ
ードの場合の３倍の速度で読み出し、その場合各水平ラ
インを３回繰り返して読み出し、モニタ７に表示する。
従って、ドラフトモードでも、全画素読み出しモード時
と同じ画像サイズで高速の表示を行うようにしている。
【００３８】本実施の形態では、被写体の動きを検出し
て、検出した場合の動きの速さに応じて、全画素読み出
しモードとドラフトモードとを自動的に選択設定して、
読み出し及び読み出した信号に対応した信号処理をする
ことが特徴となっている。
【００３９】次に本実施の形態の内視鏡撮像装置１の作
用について説明する。カメラヘッド２１内のＣＣＤ２５
は図５に示すような、ＲＧＢの原色フィルタを用いた全
画素読み出し可能なＣＣＤである。また、このＣＣＤ２
５は全画素読み出しモードとドラフトモードの２種類の
読み出し方式を有する。
【００４０】図９は全画素読み出しモード時の読み出し
方式の複式図であり、図９にあるように、全画素のデー
タを一度に順々に読み出す。一方、図１０は、ドラフト
モード時の読み出し方式を示した図である。この読み出
し方式では、図１０のように３ライン毎に信号電荷を読
み出す。また、ＡフィールドとＢフィールドで図示のよ
うに交互に異なるラインを読み出す。
【００４１】このように読み出し方式をとることで、図
７に示すように、全画素読み出しモード時とドラフトモ
ード時では、フィールド当たりの読み出しライン数が異
なる。
【００４２】例えば、最初はドラフトモードで撮像を行
っている状態であると、ＣＣＤ２５から読み出された信
号は前処理回路３１、Ａ／Ｄ変換回路３２、デジタル信
号処理回路３３を経て、動き検出回路３６に入力され、
この動き検出回路３６により被写体の動き検出量が検出
されて、モード切替回路３７に入力される。
【００４３】このモード切替回路３７により、閾値デー
タと比較器５０で比較される。その比較結果の動き判別
信号がＣＰＵ３８に入力される。ＣＰＵ３８では動き判
別信号が１であった場合には動きが速いと判断して、ド
ラフトモードでの撮像及びそのドラフトモードで読み出
した信号に対する信号処理を行い、モニタ７に表示する
表示信号としての映像信号をモニタ７に出力する。
【００４４】一方、ＣＰＵ３８では動き判別信号が０で
あった場合には動きが遅いと判断して、全画素読み出し
モードでの撮像及び画像表示を行うようにパラメータの
変更をＣＣＤドライバ３０に出力する。
【００４５】この場合には、ＣＣＤドライバ３０は全画
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素読み出しのＣＣＤ駆動信号をＣＣＤ２５に印加し、そ
の出力信号に対して信号処理系もその信号処理に適した
処理状態になる。そして、モニタ７に表示信号を出力し
て、全画素読み出しの高画質の画像を表示する。
【００４６】このように作用する本実施の形態では、被
写体の動きが遅い場合には、全画素読み出しモードを採
用し、全ラインを読み出すために読み出しレートは遅く
なるが、表示手段に表示される場合に、垂直解像度の高
い画像が得られる。一方、被写体の動きが速い場合には
ラインを飛ばして読むドラフトモードを採用すること
で、垂直解像度は低いがフィールドレートの速い画像が
得られる。
【００４７】つまり、本実施の形態では、全画素読み出
しモードとドラフトモードを備えたＣＣＤ２５を使用す
ることにより、動きが遅い場合には高解像度の全画素読
み出しで撮像及び信号処理による高解像度の表示を行
い、動きが速い場合にはドラフトモードを採用して、ぶ
れの少ない高画質な映像を提供することができる。
【００４８】次に図１１の色分離回路４０の作用を図１
２を参照して説明する。本実施の形態ではＣＣＤ２５の
フィルタ配列は図５に示すように、ＲとＧのフィルタが
交互に繰り返されるラインとＢとＧのフィルタが交互に
繰り返されているラインとが１ライン毎に配置されてい
る。
【００４９】図１２はこのＣＣＤ２５のＮラインおよび
その前後のＮ－１とＮ＋１ラインでの色分離回路４０の
動作を説明するための波形図である。例えばＮラインで
ＣＣＤ２５のフィルタ配列がＲとＧが交互に配置されて
いる場合、図１２（Ｇ）にあるようなＣＣＤ出力が得ら
れる。
【００５０】図１０にあるように、色分離回路４０には
Ｇ用レジスタ５１とＲ／Ｂ用レジスタ５２とがそれぞれ
設けられている。これらのレジスタ５１、５２には図１
２（Ｈ）、（Ｉ）に示すようなＲサンプルパルスとＧサ
ンプルパルスを供給することで、図１２（Ｊ）、（Ｋ）
にあるようにＧ信号とＲ信号がそれぞれ得られる。
【００５１】Ｎラインでは、ＲとＧ信号は得られるが、
Ｂ信号は得られないためその前後のＮ－１およびＮ＋１
ラインから補間してＢ信号を作成する。ラインメモリ５
４、５５はこの補間信号作成用のラインメモリであり、
Ｎ－１およびＮ＋１ラインの信号を作成し、ライン補間
回路５６に供給する。ライン補間回路５６はＮ－１ライ
ンのＢ信号（図１２（Ｅ））とＮ＋１ラインのＢ信号
（図１２（Ｑ））を加算平均することでＢ補間信号（図
１２（Ｌ））を作成する。
【００５２】ライン補間回路５６からはＲ補間信号とＢ
補間信号が１ライン毎に交互に出力されるため、切替回
路５７で切り替えてＲ信号とＢ信号を作成する。なお、
図１２ではＮ－１ラインの（Ａ）～（Ｆ）、Ｎ＋１ライ
ンの（Ｍ）～（Ｒ）はそれぞれ同様の処理を行ってお
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9
り、Ｎラインの（Ｇ）～（Ｌ）はＮ－１ライン及びＮ＋
１ラインと画素が異なるが、同様の処理を行っている。
【００５３】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態により、被写体の動きに応じて読み出しモード
を変える事で被写体の動きが早く、あまり解像度が求め
られない時はドラフトモード、被写体の動きが遅く、高
解像度の画像が求められる時は全画素読み出しモードと
すると共に、各読み出しモードに対応した信号処理を行
い表示手段に表示させる事で被写体の動きに応じて適切
な画像を提供出来る。
【００５４】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図１３ないし図１５を参照して説明する。
図１３は第２の実施の形態における映像信号処理回路の
構成を示し、図１４はモード切替回路の構成を示し、図
１５はその動作のフローチャートを示す。
【００５５】図１３に示すように、本実施の形態におけ
る映像信号処理回路６０は図２の映像信号処理回路２７
において、図示しないフロントパネル上に、フリーズ・
レリーズ指示スイッチ６１が設けられており、その出力
信号はＣＰＵ３８に入力される。フリーズ・レリーズ指
示スイッチ６１はフリーズ指示を行うフリーズＳＷとレ
リーズ指示を行うレリーズＳＷとが設けてあり、フリー
ズＳＷを操作した場合にはフリーズ指示信号がＣＰＵ３
８に供給され、レリーズＳＷを操作した場合にはレリー
ズ指示信号がＣＰＵ３８に供給される。
【００５６】ＣＰＵ３８はフリーズ指示信号或いはレリ
ーズ信号が供給されると、ＣＣＤドライバ３０を強制的
に全画素読み出しモードに設定するパラメータ設定信号
をＣＣＤドライバ３０に出力する。
【００５７】また、ＣＰＵ３８に供給されるフリーズ・
レリーズ指示信号はモード切替回路６２とデジタル画像
記録・圧縮回路６４に出力され、フリーズ・レリーズ指
示信号に対応した動作を行わせる。また、デジタル信号
処理回路３３からの出力は、画像記憶メモリ（単に画像
メモリと略記）６３に一時記憶され、モード切替回路６
２の出力により読み出し・書き込みの制御が行われる。
画像メモリ６３の出力信号はＤ／Ａ変換回路３４とデジ
タル画像記録・圧縮回路６４に出力される。
【００５８】デジタル画像圧縮回路６４からの出力は、
ＰＣカードなどの記録媒体６５に保存される。図１４は
モード切替回路６２の詳細な構成を示す。このモード切
替回路６２は、図６のモード切替回路３７の場合と同様
に閾値データを格納した閾値データ記憶回路４９と、動
き検出量の比較を行う比較器５０の構成の他に、さらに
メモリリードとメモリライトの制御を行うメモリＲ／Ｗ
コントローラ６６を備え、フリーズ・レリーズ指示信号
により画像メモリ６３を制御する。その他は図２の映像
信号処理回路２７と同様の構成である。
【００５９】本実施の形態は、以下に説明するようにフ
リーズ・レリーズ指示スイッチ６１が操作されない場合
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には、第１の実施の形態とほぼ同様の作用を行い、フリ
ーズ・レリーズ指示スイッチ６１が操作された場合に
は、強制的に全画素読み出しモードに設定して静止画の
表示や静止画の記録を行う。
【００６０】次に本実施の形態の作用を図１５を参照し
て説明する。なお、以下の説明では、フリーズＳＷは静
止画の表示の指示を行うＳＷであり、レリーズＳＷはさ
らにその静止画を記録媒体６５に記録するＳＷであり、
従ってレリーズＳＷをＯＮすると、フリーズＳＷの機能
がまず働く。
【００６１】動作が開始すると、ステップＳ１でＣＰＵ
３８はモード切替回路６２からの動き判別信号により、
その判別信号が０か否かを判断する。そして、判別信号
が０の場合には動きが遅いと判断してステップＳ２に示
すように（ＣＣＤドライバ３０にパラメータ設定信号を
送り、）全画素読み出しモードに設定する。そして、全
画素読み出しモードの場合の全画素を一時画像メモリ６
３に書き込み、またこの画像メモリ６３から読み出しを
行い（ステップＳ３）、モニタ７に出力する（ステップ
Ｓ４）。その後、ステップＳ５に進む。
【００６２】一方、判別信号が０でない場合には、動き
が速いとして、ステップＳ６に示すようにドラフトモー
ドに設定する。そして、画像メモリ６３をスルーして
（ステップＳ７）、モニタ７に出力する（ステップＳ
８）。その後、ステップＳ５に移る。
【００６３】ステップＳ５ではＣＰＵ３８はフリーズ・
レリーズ指示スイッチ６１からの信号をモニタすること
により、まずフリーズＳＷのＯＮの操作が行われたかを
判断する。フリーズＳＷがＯＮされていない場合には、
ステップＳ１に戻り、フリーズＳＷがＯＮされた場合に
は、ステップＳ９に示すように全画素読み出しモードに
設定する。
【００６４】ステップＳ９で動き判別信号の値を強制的
に全画素読み出しモードに設定した後、全画素読み出し
モードで撮影した１フィールド分の画像を画像メモリ６
３に書き込む。画像メモリ６３には全画素読み出しモー
ドに設定された後、一定の遅延時間を経て全画素読み出
しモードで撮影した１フィールド分の画像が入力され
る。
【００６５】この全画素読み出しモードで撮影した１フ
ィールド分の画像の書き込み後に、書き込み動作を停止
させて、画像メモリ６３に書き込まれた画像の書き換え
を禁止した後、その画像の読み出しの動作を繰り返し行
うようにする（ステップＳ１０）。従って、全画素読み
出しモードにより画像メモリ６３に書き込まれた画像、
つまり静止画が繰り返しモニタ７に出力される（ステッ
プＳ１１）。
【００６６】次にＣＰＵ３８はレリーズＳＷがＯＮされ
たかの判断を行う。そして、レリーズＳＷがＯＮされて
いない場合には、ステップＳ１３でフリーズ解除が行わ
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11
れたかの判断を行う。フリーズＳＷのＯＦＦによるフリ
ーズ解除が行われた場合には、ステップＳ１に戻り、逆
にフリーズ解除が行われていない場合にはステップＳ１
０に戻り、さらにフリーズ状態を維持する。
【００６７】一方、ステップＳ１２でレリーズＳＷがＯ
Ｎされた場合には、ステップＳ１４で画像メモリ６３の
画像データをデジタル画像記録圧縮回路６４により圧縮
させる。そして、圧縮された画像データを記録媒体６５
に出力して、その圧縮された画像データを記録媒体６５
に記録する（ステップＳ１５）。その後、フリーズ解除
（レリーズ解除）を行って（ステップＳ１６）、ステッ
プＳ１に戻り、動画の表示を行う。
【００６８】上述のように本実施の形態はフリーズ・レ
リーズ指示のない場合には、第１の実施の形態とほぼ同
様な動作をする。フリーズ・レリーズ指示があると、強
制的に全画素読み出しモードに設定して、その全画素読
み出しモードにおける全画素の静止画の表示や、全画素
の記録を行う。画像メモリ６３は、逐次入力される画像
をそのまま、逐次出力する。
【００６９】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態により、フリーズ指示があった場合は、全画素
読み出しモードにする事でフリーズ画は解像度の高い画
像が得られ、一方、動画時は被写体の動きに応じて適切
なモードを選択することで、被写体の動きや状況に応じ
た適切な内視鏡画像を提供出来る。
【００７０】（第３の実施の形態）次に本発明の第３の
実施の形態を図１６、図１７を参照して説明する。図１
６は第３の実施の形態における映像信号処理回路の構成
を示し、図１７は２倍速でのドラフトモードの場合のＣ
ＣＤ出力（ＲＧＢ信号出力）を示す。
【００７１】図１６に示すように本実施の形態における
映像信号処理回路７０は、図１３の映像信号処理回路６
０におけるフリーズ・レリーズ指示スイッチ６１の代わ
りに間引き率の選択をするモード選択手段としてのモー
ド選択スイッチ７１が（図示しないフロントパネル上
に）設けられ、間引き率の選択が可能となっている。
【００７２】このモード選択スイッチ７１の出力はＣＰ
Ｕ３８に供給され、ＣＰＵ３８はモード選択スイッチ７
１での指示に応じて間引き率をＣＣＤドライバ３０に設
定する。また、ＣＰＵ３８はモード選択スイッチ７１の
モード選択信号をメモリＲ／Ｗコントローラ７２に出力
する。
【００７３】また、デジタル信号処理回路３３の出力信
号は画像メモリ６３に入力され、この画像メモリ６３は
メモリＲ／Ｗコントローラ７２により読み出しと書き込
みが制御される。また、このメモリＲ／Ｗコントローラ
７２はその動作がＣＰＵ３８により制御される。なお、
図１３の動き検出回路３６と、モード切替回路６２とは
設けてない。
【００７４】また、本実施の形態では、モード選択手段
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７１は、図１３の場合のフリーズ・レリーズ指示スイッ
チ６１の機能を備えている。そして、フリーズ・レリー
ズ指示スイッチ６１を機能させた場合には、第２の実施
の形態と同様に作用する。つまり、モード選択手段７１
によりフリーズ或いはレリーズ指示信号をＣＰＵ３８に
出力した場合には、画像メモリ６３には全画素読み出し
モードに設定された場合での静止画が格納され、その静
止画がモニタ７に表示されたり、デジタル画像記録・圧
縮回路６４で圧縮されて記録媒体６５に記録できるよう
にしている。その他は、図１３と同様の構成である。
【００７５】次に本実施の形態の作用を説明する。モー
ド選択手段７１によりフリーズ或いはレリーズ指示を行
った場合には、第２の実施の形態と同様の作用を行うの
で、その説明を省略する。以下ではモード選択スイッチ
７１によりモード選択信号を出力する場合を説明する。
【００７６】モード選択スイッチ７１が出力する３つの
モード選択信号により、ＣＰＵ３８は図９、図１０、図
１７に示すように、ＣＣＤの読み出しモードを変更す
る。図９は、全画素読み出しモードの時であり、間引き
率が０の全画素を順番に読み出す。図１０、図１７は、
ドラフトモード時の読み出しであり、図１０は、３ライ
ン毎に読み出す最も間引き率が大きい方式であり、図１
７は、２ライン毎に読み出す中間の間引き率の方式であ
る。
【００７７】図１０は、図１７と比較して間引き率が大
きいため、垂直解像度は劣化するが、高速に読み出せる
ため、動きの速い被写体に対してはプレがなく、撮像出
来る。術者は被写体の動きに応じて任意にモード選択手
段を設定する事により、適切な画像が得られる。
【００７８】本実施の形態は以下の効果を有する。本実
施の形態によれば、通常の動画時には２倍ドラフトモー
ド、被写体の動きが非常に速い場合には、間引き率の高
い３倍ドラフトモード、被写体の動きが遅く、高解像度
が求められる時には全画素読み出しモードを選択する事
により、状況に応じて適切で良好な画像が提供出来る。
【００７９】第３の実施の形態の変形例として、デジタ
ル信号処理回路３３の出力信号を動き検出回路３６に入
力し、その動き検出回路３６の出力信号をモード切替回
路６２に入力し、そのモード切替回路６２から、動きの
速さを３段階に判別して、通常の速さ（中間の動き速
度）の動画時には２倍ドラフトモード、被写体の動きが
非常に速い場合には、間引き率の高い３倍ドラフトモー
ド、被写体の動きが遅く、高解像度が求められる時には
全画素読み出しモードに設定するための動き判別信号を
ＣＰＵ３８に出力するようにしても良い。
【００８０】そして、モード選択スイッチ７１で選択指
示を行わない場合には、自動的に被写体の動きを検出し
て、その動きの速さに応じて内視鏡画像の表示モードを
設定するようにしても良い。
【００８１】また、上述した各実施の形態等を部分的等
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で組み合わせて構成される実施の形態も本発明に属す
る。例えば、第１の実施の形態においても画像メモリ６
３及びそのメモリＲ／Ｗを制御するメモリＲ／Ｗコント
ローラ６６或いは７２を設けて、全画素読み出しモード
ではその全画素読み出し周期は長くなるが、画像メモリ
６３に書き込んだ画像はより短い周期で繰り返し読み出
すようにしても良い。
【００８２】［付記］
１．全画素読み出しと、ライン飛び越し読み出しが可能
な内視鏡撮像手段と、基準信号に基づき前記内視鏡撮像
手段の全画素読み出し信号と、ライン飛び越し読み出し
信号とを出力可能な読み出し信号出力手段と、前記読み
出し信号出力手段の出力する読み出し信号に対応して前
記内視鏡撮像手段の出力信号を処理する画像信号処理手
段と、前記画像信号処理手段の出力信号を表示手段に出
力する出力手段とを具備した事を特徴とする内視鏡撮像
装置。
【００８３】２．付記１において、前記基準信号は、被
写体の動きに応じて読み出しを切替える切替え手段から
の信号である事を特徴とする内視鏡撮像装置。
３．付記１において、前記基準信号は、静止画・動画で
読み出しを切替える切替え手段からの信号である事を特
徴とする内視鏡撮像装置。
４．付記１において、前記基準信号は、モード切替えス
イッチで読み出しを切替える切替え手段からの信号であ
る事を特徴とする内視鏡撮像装置。
【００８４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡像を撮像する全画素読み出しとライン飛び越し読み
出しとが可能な撮像手段と、基準信号に基づき前記撮像
手段の全画素読み出し信号とライン飛び越し読み出し信
号とを出力可能な読み出し信号出力手段と、前記読み出
し信号出力手段の出力する読み出し信号に対応して前記
撮像手段の出力信号を処理する画像信号処理手段と、前
記画像信号処理手段の出力信号を表示信号として出力す
る出力手段と、を備えているので、基準信号に応じて全
画素読み出し信号とライン飛び越し読み出し信号とを切
り替えて、内視鏡の撮像状況に応じて適切な内視鏡画像
を得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡撮像
装置の全体構成図。
【図２】映像信号処理回路の構成を示すブロック図。
【図３】映像信号処理回路内のデジタル信号処理回路の
構成を示すブロック図。
【図４】動き検出回路の構成を示すブロック図。
【図５】モザイクフィルタのフィルタ配列の具体例を示
す図。
【図６】モード切替回路の構成を示すブロック図。
【図７】全画素読み出しモードとドラフトモードでのＣ
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ＣＤ出力を示すタイミング図。
【図８】全画素読み出しの場合のフィールド周期とドラ
フトモードでのフィールド周期とを示す説明図。
【図９】全画素読み出しの場合のＣＣＤ出力（ＲＧＢ信
号出力）を示す図。
【図１０】ドラフトモードの場合のＣＣＤ出力（ＲＧＢ
信号出力）を示す図。
【図１１】色分離回路の詳細な構成を示すブロック図。
【図１２】色分離回路の作用の説明図。
【図１３】本発明の第２の実施の形態における映像信号
処理回路の構成を示すブロック図。
【図１４】モード切替回路の構成を示すブロック図。
【図１５】第２の実施の形態の動作のフローチャート
図。
【図１６】本発明の第３の実施の形態における映像信号
処理回路の構成を示すブロック図。
【図１７】ドラフトモードの場合のＣＣＤ出力（ＲＧＢ
信号出力）を示す図。
【符号の説明】
１…内視鏡撮像装置
２…光学式内視鏡
３…ＴＶカメラ
４…ＴＶカメラ外付け内視鏡
５…光源装置
６…ＣＣＵ
７…モニタ
２１…カメラヘッド
２２…カメラケーブル
２４…結像レンズ
２５…ＣＣＤ
２６…モザイクフィルタ
２７…映像信号処理回路
３０…ＣＣＤドライバ
３２…Ａ／Ｄ変換回路
３３…デジタル信号処理回路
３４…Ｄ／Ａ変換回路
３６…動き検出回路
３７…モード切替回路
４０…色分離回路
４１…ホワイトバランス調整回路
４２…検波回路
４３…色調補正回路
４４…γ補正回路
４５…フレームメモリ
４６…引き算回路
４７…絶対値回路
４８…ローパスフィルタ（ＬＰＦ）
４９…閾値データ記憶回路
５０…比較器
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